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こ
こ
に
考
釈
を
試
み
る

『画
史
』

一
六
二
条
は
、
難
解
と
い
わ
れ
る

『画
史
』
の
中
で
も
、
最
も
難
し
い

一
条

で
あ
る
。
そ
の
理
由
と

し

て
、
文
中
の
服
飾
を
現
在
見
ら
れ
る
伝
世
、
出
土
の
遺
品
と
文
献
と
の
照
合
に
よ
っ
て
同
定
す
る
こ
と
が
容
易

で
は
な
い
こ
と
、
中
国

の
服
飾
史
の
専
家
の
間
に
も
名
称
の
相
違
が
あ

っ
て

一
様
で
な
い
こ
と
、
ま
た
米
帝
の
理
解
し
て
い
た
古
代
の
服
飾
と
、
現
代
の
わ
れ
わ

れ

の
知
識
と
の
間
に
落
差
が
あ

っ
て
同

一
で
は
な
い
こ
と
、
花
頂
頭
巾
、
迫
遙
巾
な
ど
、
彼
が
命
名
し
、
後
に
は
通
用
し
て
い
な
い
冠
巾

が
あ

っ
て
、
同
定
に
至
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
条
は

『画
史
』
の
中
で
文
字
の
異
同
の
ほ
と
ん
ど
な
い
、
例
外
的
な

一
段
で
あ

っ
て
、
文
字

の
上
か
ら
の
手
が
か
り
の
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
最
も
理
解
に
苦
し
む
の
は
、
何
の
た
め
に
で
た
ら
め
な
冠
服
の
沿
革
な
ど
を
書
き
残
し
た
の
だ
ろ
う
と

い
う
、
執
筆
の
動
機
で

あ

る
。
後
に
説
く
よ
う
に
、
こ
の
条
の
行
文
に
は
蓄
の
虚
構
と
思
わ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
彼
の
深
層
心
理

の
よ
う
な
も
の
を
の
ぞ

か
せ
て
い
て
、
『画
史
』
が

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
筆
記
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
。

右
の
疑
問
に
対
す
る
私
の
解
答
は
、
「怪
異
」
と
世
人
に
嘲
笑
さ
れ
た
自
ら
の
冠
服
に
つ
い
て
、
彼
自
身
が
釈
明
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
そ
う
見
る
こ
と
で
、
故
意
に
省
略
し
た
部
分
の
あ
る
こ
の
条
も
、
『画
史
』
全
文
そ

の
も
の
も
、
よ
ほ
ど
読

み

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

例

に
よ

っ
て
多
く
の
方
の
助
力
を
煩
わ
し
た
。
服
飾
に
つ
い
て
は
中
国
美
術
学
院
、
任
道
斌
教
授
に
、
資
料
の
複
印
な
ど
に
つ
い
て
は
、

河
野
道
房
、
林
換
盛
、
吉
田
晴
紀
、
黄
貞
燕
の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

19



4

62

唐
人
軟
裏
、
蓋
礼
楽
閾
、
則
士
習
賎
服
以
不
違
俗
為
美
。
余
初
惑
之
、
当
挨
君
子
留
意
。

唐
人
の
軟
裏
は
、
け
だ
し
礼
楽
を
閾
く
。

君
子
の
留
意
を
侯

つ
べ
し
と
。

則
ち
士
は
賎
服
に
習
れ
、
俗
に
違
わ
ざ
る
を
以
て
美
と
な
す
。
余
初
あ
こ
れ
に
惑
う
。
当
に

〈
校
異
v

『宝
晋
山
林
集
拾
遺
』
(以
下
拾
遺
と
略
称
)
、
初
惑
を
霧
感
に
作
る
。

唐
人
軟
裏

軟
裏

(な
ん
か
)
は
軟
裏
撲
頭
の
略
。
絹
、
紗
、
羅
、
皮
革
な
ど
の
柔
か
い
材
質
を
使

っ
て
作

っ
た
撲
頭
を
い
い
、
硬
裏
模
頭
と
相
対

し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
時
に
軟
脚
模
頭
と
混
同
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

帳
頭

(ぼ
く
と
う
)
は
、
漢
代
の
幅
巾
に
始
ま
り
、
後
漢

(
二
五
-
二
二
〇
)
末
年
に
は
、
王
公
貴
族
は
幅
巾
を
雅
と
し
て
、
冠
を

着
用
す
る
者
が
い
な
く
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『魏
書
武
帝
紀

・
注
』
漢
末
の
王
公
、
多
く
王
服
を
委
て
幅
巾
を
も

っ
て
雅
と
な
す
。

『晋
書

・
輿
服
志
』

(同
文
)

南
京
西
善
橋
南
朝
大
墓
出
土
の
碑
刻
壁
画
中
の
八
人
の
か
ぶ
り
も
の
の
内
訳
は
、
四
人
が
幅
巾

(図
1
)
、
三
人
が
髪

(も
と
ど
り
)
、

一
人
は
散
髪
の
ま
ま
で
、
冠
を

つ
け
る
者
は
い
な
い
。

建
安
五
年

(
二
〇
〇
)
、
河
南
の
豪
族
衰
紹
は
、
魏
の
曹
操
と
官
渡

(河
南
)
に
戦

っ
て
大
敗
し
た
。
こ
の
時
、
幅
巾
は
黄
河
を

渡

っ
て
民
俗
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
(
『階
書

・
礼
儀
志
』
、
唐
劉
粛

『大
唐
新
語
』

一
〇
)

図
2
は
幅
巾
を

つ
け
た
宋
太
祖
半
身
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像
、
従
軍
中
の
服
装
と
推
定
さ
れ
る
。

北
周
武
帝

の
宣
政
元
年

(五
七
八
)
、
初
あ

て
常
服
の
冠
が
制
定
さ
れ
た
。

『周
書

・
武
帝
紀
』

三
月
甲
戌
、
初
め
て
常
冠
を
服
す
。
阜
紗
を
以
て
こ
れ
を

つ
く
り
、
響
を
加
え
て
縷
を
施
さ
ず
、
(
ひ
も
を

使
わ
ず
に
こ
う
が
い
を
髪
に
さ
し
て
と
め
る
)
、
そ
の
制
を
導
く
こ
と
、
今
の
折
角
巾
の
ご
と
し
。

こ
の
髪
を

つ
つ
む

(撲
-
模
に
通
ず
る
)
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
僕
頭
の
原
始
と
さ
れ
る
。

元
愈
淡

『席
上
腐
談
』
上

周
武
帝
の
制
す
る
所

(撲
頭
)
は
今
の
結
巾
に
過
ぎ
ず
、
両
角
を
垂
れ
、
初
め
帯
な
し
。

以
後
階
、
唐
、
五
代
、
宋
以
下
千
年
に
わ
た

っ
て
、
皇
帝
、
文
武
官
員
、
庶
民
百
姓
に
至
る
ま
で
常
服
と
し
た
か
ぶ
り
も
の
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
後
周
の
武
帝
当
時
か
ら
四
脚
を
作

っ
た
と
す
る
説
は
、
馬
鏑

『中
華
古
今
注
』
上
、
趙
彦
衛

『雲
麓
漫
鋤
』
三
、
程

大
昌

『演
繁
露
』
十
三
、
王
得
臣

『塵
史

・
礼
儀
』、
孔
平
仲

『鋪
蹟
新
論
』
、
郭
若
虚

『図
画
見
聞
志

・
論
衣
冠
異
制
』、
『宋
史

・
輿

服
志
』
な
ど
、
圧
倒
的

に
多
く
宋
代
の
書
物

に
み
え
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
唐
封
演

『封
氏
聞
見
記
』
五
、
「周
武
帝
裁
ち
て
脚
を
出
だ

し
、
後
ろ
に
髪
を
僕

(
つ
つ
)
む
。
故
に
俗
に
こ
れ
を
嘆
頭
と
い
う
」
に
つ
ら
れ
て
誤

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
し
て
も
六
世
紀
に
は
四
脚
は
な
か

っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
次
の
階
朝
初
期
の
撲
頭
は
、
北
周
の
遺
制
と
思
わ
れ
る
、
小

さ
く
平
ら
な
黒
ず
き
ん
の
簡
単
な
も
の
で
、
こ
れ
は

『新
唐
書

・
車
服
志
』
の

「階
に
平
頭
小
様
巾
あ
り
」
と
も
合
う
か
ら
で
あ
る
。

『中
華
古
今
注
』
上
、
『雲
麓
漫
紗
』
三
始
め
、
現
代
の
中
国
研
究
者
も
従

っ
て
い
る
の
だ
が
、
階
末
蝪
帝

の
大
業
十
年

(六

一

四
)
、
吏
部
尚
書
牛
弘
が

「髪
を
包
む
に
は
内
側
に
巾
子
を
著
け
る
べ
き
で
あ
る
。
桐

の
木
で
作
り
、
内
外
両

側
を
黒
漆
で
塗
る
こ

と
」
と
上
疏
し
た
と

『階
書
』
は
伝
え
る
。
し
か
し
、
牛
弘
は
大
業
六
年
十
月
、
帝
の
行
幸
に
雇
従
し
て
江
都

で
杢
し
て
い
る
。
(
『階

書

・
牛
弘
伝
』
)

大
業
十
年
は
牛
弘
死
後
の
上
疏
と
な
る
。
有
職
故
実
に
明
る
く
、
学
識
の
高
か

っ
た
彼
は
、
典
籍

の
遺
侠
を
憂
え
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て
献
書
の
道
を
開
く
よ
う
奏
請
し
て
い
て
、
服
飾
に
つ
い
て
も
献
言
の
あ

っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
近

い
階
大
業
六
年

(六

一
〇
)
の
軟
脚
の
資
料
が
あ
る
。
(図
3
)

け
れ
ど
も
、
模
頭
の
内
側
に
か
ぶ
せ
る
巾
子
を
木
で
作

っ
た
と
い
う
の
は
、
帳
頭
の
歴
史
上
画
期
の
出
来
事
で
あ
り
、
事
実
な
ら
ば

前
後

に
撞
着
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
も
は
や
軟
裏

で
は
な
く
、
硬
裏
で
あ
る
。
唐
王
博

『唐
会
要
』
三

一
、
「巾
子

は
武
徳
初
年
、
始
め

て
こ
れ
を
用
う
」
と
い
い
、

『旧
唐
書

・
輿
服
志
』
に

「武
徳
以
来
、
始
め
て
巾
子
あ
り
」
と
い
う
巾
子
の
材
料

に

つ
い
て
は
と
も
に

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
唐
初
か
ら
唐
朝
仲
葉
ま
で
に
硬
裏
撲
頭
は
、
遺
品
の
ど
の
例
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。

大
業
十
年
の
牛
弘
の
上
疏
に
対
応
す
る
資
料
に
、
私
の
知
る
限
り
次
が
あ
る
。

『新
唐
書

・
五
行
志
』
乾
符
五
年

(八
七
八
)、
内
臣
に
木
を
刻
ん
で
頭
に
象
り
、
以
て
僕
頭
の
裏
と
す
る
も

の
あ
り
、
百
官
こ
れ

に
数
い
、
工
の
門
は
市
の
ご
と
し
。
木
を
度
り
こ
れ
を
研
り
て
い
わ
く
、
こ
れ
は
尚
書
の
頭
を
研
る
、
こ
れ
は
将
軍
の
頭
を
研
る
、

こ
れ
は
軍
容

(宙
官
)
の
頭
を
研
る
。
…
」

つ
ま
り

「オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
木
型
を
作

っ
て
繁
昌
し
た
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
記
事
と
も
符
合
す
る
。
木
の
型
は

「木
囲
頭
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『雲
麓
漫
砂
』
三

唐
末
喪
乱
、
乾
符
よ
り
後
、
宮
蛾
宙
官
皆
木
囲
頭
を
用
い
、
紙
絹
を
も

っ
て
襯

(肌
着
)
を
つ
く
り
、
銅
鉄
を

用
い
て
骨
を

つ
く
り
、
そ
の
上
に
就
い
て
製
成
し
て
、
こ
れ
を
戴
く
。

ま
た
牛
弘
が

「仕
上
げ
に
黒
漆
を
塗
れ
」
と
上
奏
し
た

一
節
は
、

『図
画
見
聞
志

・
論
衣
冠
異
制
』

唐
末

に
至

っ
て
ま
さ
に
漆
の
紗
を
用
い
て
、
こ
れ
を
裏
す
。
す
な
わ
ち
今

の
模
頭
な
り
。

22



米苦r画 史』考釈(五)

 

7

郭
思

『画
論
』

(右
に
同
じ
)

と
照
応
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
牛
弘
大
業
十
年
の
上
疏
は
誤
誰
か
、
偽
託
で
は
な
い
の
か
。
軟
裏
帳
頭
の
草
創
期
に
、
木
製
の
硬
裏

僕
頭
も
現
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、
以
後
の
展
開
か
ら
み
て
、
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
の
で
あ

っ
て
、
模
頭
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
者

を
混
乱
さ
せ
る
の
は
、
大
業
十
年
と
い
う
数
字
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
る
。

軟
裏
僕
頭
は
羅
、
ま
た
は
絹
で
巾
子
を
作

っ
て
、
頭
髪
に
の
せ
る
。
当
然
外
形
は

一
定
し
な
い
か
ら
、
二
本
の
脚
を
頭
上
で
結
び
、
他

の
二
本
を
後
頭
部
で
結
ん
で
、
あ
ま

っ
た
分
を
垂
ら
す
。
唐
装
の
四
脚
は
す
べ
て
軟
ら
か
い
吊
を
用
い
た
軟
脚

で
あ
る
。
着
用
者
が
行

動
す
る
と
、
両
脚
が
瓢
々
と
翻

っ
て
文
雅
の
趣
き
が
あ
る
と
喜
ば
れ
た
。
図
4
と
5
は
、
洛
陽
阿
史
那
忠

(六
七
五
)
、
西
安
蘇
思
易

(七
四
五
)
の
各
墓
壁
画
の
部
分
で
、
両
者
と
も
黒
絹
の
下
に
は
髪
を
包
ん
だ
巾
子
が
使
わ
れ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
図
版
の
形
状

か
ら
み
て
も
、

唐
封
演

『封
氏
聞
見
記
』
五

撲
頭
の
下
に
別
に
巾
を
施
こ
す
。
古
冠
下
の
憤
に
象
る
な
り
。

巾
子
の
制
、
頂
は
皆
方
平
、
内
に
よ

っ
て
頭
に
即
し
尖
に
し
て
円
、
鋭
、
こ
れ
を
内
様
巾
子
と
い
う
。

に
相
当
し
よ
う
。
模
頭
内
側
に
は
あ
こ
ま
れ
る
巾
子
は
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
さ
に
直
結
す
る
。
僕
頭
の
形
制
の
種
類

の
多
さ
は
、
巾
子
の
多
様
さ
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
図
6
、
永
泰
公
主
李
仙
惹
墓
出
土

(七
〇
六
)
の
胡
桶
頭
部

は
、
図
7
、
新
彊
ト

ル
フ
ァ
ン
、
ア
ス
タ
ナ
の
唐
墓
出
土

の
巾
子
が
な
け
れ
ば
、
決
し
て
結
う
こ
と
の
で
き
な
い
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。
巾
子
の
な
い
時

は
、
髪
型
に
工
夫
の
余
地
が
な
い
こ
と
は
、
図
8
、
陳
西
西
安
羊
頭
鎮
、
李
爽
墓

(六
六
八
)
壁
画
中
の
次
薫

男
侍
が
、
巾
子
の
な
い

た
め
、
長
尺
の
軟
巾

で
頭
髪
を
く
る
む
だ
け
で
、
彼

の
お
し

ゃ
れ
は
後
ろ
に
垂
ら
し
た
布
だ
け
で
あ
る
。
以
下
、
『
旧
唐
書

・
輿
服

志
』
、
『新
唐
書

.
車
服
志
』、
『同

・
五
行
志
』
、
『塵
史

・
礼
儀
』
な
ど
か
ら
、
巾
子
の
展
開
の
跡
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
百
五
十
年
の
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間
に
皇
帝
主
導
の
も
と
、
撲
頭
は
次
々
と
新
様
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

武
徳
元
年

(六

一
八
)

文
官
名
士
は
平
頭
の
小
様

(頭
上
の
低
く
平
ら
な
も
の
)
を
常
用
す
る
。

天
授
二
年

(六
九

一
)

則
天
武
后
、
内
宴
陪
席
の
貴
臣
に
高
頭
巾
子

(頭
頂
が
高
く
、
前
傾
す
る
も
の
)
を
賜
わ
る
。
「武
家
諸

王
様
」
と
よ
ば
れ
る
。

証
聖
元
年

(六
九
五
)

武
則
天
、
内
臣
に
葛
巾
子
を
賜
わ
る
。
「武
氏
内
様
」
「武
家
高
巾
子
」
と
よ
ば
れ
る
。

景
竜
三
年
十

一
月

(七
〇
九
)

中
宗
、
宰
臣
宗
楚
客
ら
に
親
王
時
代
着
用
し
た
も
の
と
同
じ
巾
子
様
を
賜
わ
る
。
高
く
し
て
賠

(倒
れ
る
意
)
、
「英
王
賠
様
」
と
よ
ば
れ
る
。
(他
に
魏
王
様
、
陸
頗
様
が
あ

っ
た
と

『朝
野
愈
載
』
は
い
う
)

景
竜
四
年
三
月

(七

一
〇
)

中
宗
、
宰
臣
に
内
様
巾
子
を
賜
わ
る
。
(頭
頂
大
に
し
て
円
、
両
辮
を
分
か
ち

、
額

の
前
に
倒
す
、

ま
た
両
脚
を
頭
上
に
載
せ
る
。
ま
た
両
脚
を
や
や
広
く
し
、
短
か
く
鋭
く
す
る
)

「牛
耳
模
頭
」
と
よ
ば
れ
る
。
(図
9
)

開
元
十
四
年

(七
二
六
)

玄
宗
、
臣
下
に
内
様
巾
子
を
賜
わ
る
。

開
元
十
九
年
十
月

(七
三

一
)

玄
宗
、
供
奉
諸
司
長
官
に
羅
頭
巾
子
と
官
様
の
円
頭
巾
子
を
賜
わ
る
。
開
元
内
様
と
よ
ば
れ
、
後

世
ま
で
流
行
す
る
。
(頂
上
が
突
起
し
、
前
傾
の
度
を
抑
え
た
も
の
)

右
の
記
録
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
の
だ
が
、
年
記
の
明
ら
か
な
出
土
品
資
料
を
次
に
示
す
。

神
竜
二
年

(七
〇
六
)

永
泰
公
主
墓
出
土
胡
桶

(図
6
)

李
重
潤
諮
徳
太
子
墓
壁
画

男
侍

(図
9
)

景
竜
二
年

(七
〇
八
)

陳
西
長
安
県
南
里
王
村

童
洞
墓
壁
画

楽
人

(図
10
)

(
1

(軟
裏
と
容
易
に
知
ら
れ
る
撲
頭
で
、
牛
耳
と
呼
ん
で
よ
い
と
思
う
が
、
中
国
で
は

『夢
渓
筆
談
』
に
い
う
順
風
模
頭
と
す
る
)
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開
元
七
年

(七

一
九
)

開
元
十

一
年

(七
二
三
)

(円
く
大
き
な
も
の
、

開
元
二
八
年

(七
四
〇
)

山
西
太
原

「天
尊
造
像
座
」
供
養
人
石
刻
画
像

(図
11
)

西
安
南
何
村

鮮
干
庭
講
墓
出
土

男
侍
緑
紬
桶

(図
12
)

高
く
前
倒
し
に
な

っ
た
も
の
の
二
つ
が
、
見
事
な
写
実
性
で
示
さ
れ
て
い
る
。

西
安
駕
披
村

楊
思
易
墓
出
土

侍
従
白
大
理
石
立
像

(図
13
)

一
に
俳

優

と

い
う

。
)

米11r画 史 』考 釈(五)

 

9

軟
裏
僕
頭
は
応
急

の
着
脱
に
は
不
便
で
あ
る
。
そ
こ
で
木
で
山
を
作

っ
て
外
形
を
固
定
し
、
紗
、
羅
、
絹
な
ど
で
包
ん
で
黒
漆
で
仕

上
げ
る
硬
裏

(
こ
う
か
)
僕
頭
が
作
り
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
木
囲
裏
頭
で
あ
る
。
そ
の
便
利
さ
に
つ
い
て
は
、

事
に
お
い
て
最
も
便
、
何
ぞ
油
も
て
拭
い
、
火
奥

(火
の
し
を
か
け
る
)
し
て
、
日
日
労
煩
に
心
せ
ん
や
。

(宋
孫
光
憲

『
北
夢
珀
言
』
十
二
)

と
い
わ
れ
て
い
る
。
頭
部
は
分
辮
せ
ず
、
ま
た
前
傾
せ
ず
に
直
立
す
る
か
、
少
し
反
る
か
に
な

っ
た
。
厚
く
漆
を
塗

っ
て
固
め
た
軟

脚
に
代
わ

っ
て
、
竹
か
金
属
の
芯
を
入
れ
て
硬
脚
を
作
り
、
平
直
の
ま
ま
左
右
に
張
り
出
し
、
(図
14
)、
ま
た
は
束
ね
て
上
に
上
げ
る
。

(図
15
)

内
型
の
材
料
は
木
か
ら
藤
草
、
銅
鉄
に
変
わ

っ
た
が
、
硬
裏
、
硬
脚
は
宋
代
主
要

の
官
帽

で
あ
る
。
(図
16
)

そ
の
形

制
に
つ
い
て
政
府
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

『宋
史

.
輿
服
志
』

僕
頭
。

一
に
折
上
巾
と
名
つ
く
。
後
周
よ
り
起
こ
る
。
然
れ
ど
も
た
だ
軟
吊
垂
脚
を
も

っ
て
す
、
階
に
始
め

て
桐
木
を
も

っ
て
こ
れ
を

つ
く
り
、
唐
に
始
め
て
羅
を
も

っ
て
繕

(絹
)
に
代
う
。
た
だ
帝
服
は
脚
は
上
曲
、
人
臣
は
下
垂
す
、
五

代
漸
く
平
直

に
変
ず
。
国
朝
の
制
、
君
臣
を
通
じ
て
平
脚
、
乗
輿
に
は
或
い
は

(脚
の
)
上
曲
す
る
も
の
を
服
す
。
そ
の
初
め
は
藤
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10

織
草
の
巾
子
を
も

っ
て
裏
と
な
し
、
紗
を
表
と
し
、
塗
る
に
漆
を
も

っ
て
す
。
後
に
は
た
だ
漆
を
も

っ
て
堅
く
し
、
そ
の
藤
裏
を
去
り
、

前

に

一
折
を

つ
く
り
、
平
施
の
両
脚
は
鉄
を
も

っ
て
こ
れ
を

つ
く
る
。

ま
た
嘆
頭
の
高
さ
に
も
国
初
か
ら
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。
唐
朝
の
多
様
な
モ
ー
ド
に
比
べ
て
、
個
性
の
な
い
画

一
的
な
か
ぶ
り
も
の
に

規
制
さ
れ
て
い
る
。

『宋
史

・
輿
服
志
』

士
庶
人
車
服
の
制
。
…
端
棋
二
年

(九
八
九
)
詔
し
て
、
…
僕
頭
巾
子
は
自
今
高
さ
二
寸
五
分
を
過
ぎ
ず
。

ま
た
左
右
各

一
尺
二
寸
の
長
さ
で
、
二
脚
が
水
平
に
伸
び
る
も
の
も
あ
る
。
(図
17

・
18
)

た
だ
こ
の
硬
裏
硬
脚
の
始
ま

っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。

唐
装
は
悉
く
垂
脚
、
そ
の
改
あ
て
硬
脚
を
つ
く
る
は
史
に
始
ま
る
所
を
載
せ
ず
、
故
に
あ
き
ら
か
に
何
れ
の
時
よ
り
か
を
知
る
な
し
。

(宋
程
大
昌

『演
繁
露
』
十
二
)

と
す
る
と
、
な
お
の
こ
と
話
が
や
や
こ
し
く
な
る
の
は
、
米
苗
の
語

っ
て
い
る
冠
帽
は
、
ど
こ
の
誰
の
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑

問

で
あ
る
。
「士
子
」、
ま
た
は
官
僚

の
僕
頭
な
ら
、
こ
う
い
う
記
述
を
設
け
る
必
要
は
少
し
も
な
い
。
万
人
周
知

の
冠
り
も
の
で
あ
り
、

作
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
解
く
べ
く
、
以
下
も
う
少
し
続
け
よ
う
。

士

習
賎
服
、
以
不
違
俗
為
美
。

「士
は
賎
し
い
服
に
な
れ
、
俗
に
違
わ
ざ
る
を
以
て
美
と
な
す
」、
こ
れ
が
こ
の
章
全
体
を
総
括
す
る
命
題
で
あ
り
、
基
本
思
想
で
あ

る
。
そ
し
て
米
荒
の
生
涯
を
貫
い
た
衣
裳
哲
学
で
あ
り
、
ひ
い
て
人
生
観
の
要
約
で
も
あ
る
。
「世
間
の
奴
ら
は
時
勢
に
順
応
す
る
だ

け
を
美
徳
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
間
違
い
を
知
ら
せ
る
見
せ
し
め
に
、
お
れ
は
古
代
の
冠
服
を
着
て
歩
く
」
、
不
遇
な
人
生
が
欝
積
さ

せ
た
不
満
は
、
激
し
い
抗
議
と

一
体
と
な

っ
て
、
誰
の
目
に
も
わ
か
り
や
す
い
奇
矯
な
行
動
に
彼
を
駆
り
た
て
た
。
そ
の
具
体
的
な
釈
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米帝r画 史』考釈(五)11

明
が
こ
の

一
六
二
条
で
あ
る
。

こ
の
提
言
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た

「唐
人
の
軟
裏
」
が
、
ど
の
形
式
の
嘆
頭
を
さ
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
だ
が
、
こ
こ
に
有

力
な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

河
南
省
登
封
県
白
沙
鎮
の
三

つ
の
宋
墓
の
う
ち
第

一
号
墓
東
壁
の
下
方
に
、
「元
符
二
年
九
月
口
日
」
の
年
記
が
あ
り
、
第
二
号
墓

か
ら
は

「天
禧
通
宝
」
「煕
寧
元
宝
」
の
銅
銭
各

一
枚
が
出
土
し
て
い
る
。

(2

白
沙
は
首
都
沐
京

の
東
北
百
余
里
に
位
置
し
、
洛

陽
に
も
近
い
。
元
符
二
年

(
一
〇
九
九
)
は
米
蓄
四
十
九
歳
、
江
蘇
漣
水
軍
の
知
か
ら
、
潤
州
甘
露
寺
の
自
宅

に
帰

っ
て
き
た
年

で
あ

る
。
地
理
的
に
も
時
間
的

に
も
、
『画
史
』
に
み
え
る
彼
の
主
張
は
、
白
沙
宋
墓
の
墓
壁
画
に
符
合
す
る
資
料

に
基
い
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
残
念
な
こ
と
に
墓
室
の
主
人
は
、
士
人

で
は
な
く
金
融
業
者
で
あ
る
。
銭
絡
を
運
ん
だ
り
、
馬
丁
門
衛
と
し
て
働
く
使
用
人

た
ち
の
か
ぶ
る
も
の
は
、
ど
れ
も
軟
裏
の
模
頭
で
あ
り
、
白
い
折
上
巾
も
み
え
る
。
(図
19
)

約
二
十
人
の
夫
役
の
男
た
ち
、
楽
人

や
伶
人
の
服
飾
は
当
時
の
平
均
的
な
光
景
に
相
違
な
い
。
こ
れ
を

「礼
楽
閾
く
」
と
す
る
の
は
、
米
蓄
の
美
学

で
あ
る
。
白
沙
宋
墓
は
、

『画
史
』
の
服
飾
を
め
ぐ
る
記
述
に
と

っ
て
有
効
な
資
料
で
あ
ろ
う
。

嵜
旧
言
、
君
子
国
初
皆
頂
鹿
皮
冠
、
弁
遺
制
也
。
更
無
頭
巾
、
掠
子
必
帯
箆
、
所
以
裏
帽
、
則
必
用
箆
子
約
髪
。

老
日旧
い
う
、
「君
子
は
国
初
皆
鹿
皮
冠
を
頂
く
」
と
。

弁
の
遺
制
な
り
、
更
に
頭
巾
な
し
。
必
ず
箆
を
帯
す
、
帽
を
裏
む
所
以
は
則
ち
必
ず
箆
子
を
用
っ
て
髪
を
約
す
。
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12

〈
校
異
〉

君
子
、
『王
氏
書
画
苑
』
史
子
に
、
『美
術
叢
書
』

文
意
か
ら
み
て
術

で
あ
り
、
除
く
べ
し
と
考
え
る
。

士
子
に
作
る
。
掠
子
二
字
、
後
に

「其
後
方
有
糸
絹
作
掠
子
」
と
あ
り
、

君
子
国
初
皆
頂
鹿
皮
冠
、
弁
遺
制
也
。

鹿
皮
冠
と
皮
弁
と
は
同
じ
形
制
と
い
う
。
米
蓄
の
遺
制
と
は
そ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

『後
漢
書

・
輿
服
志
』

委
貌
冠
、
皮
弁
冠
は
同
制
。
長
さ
七
寸
、
高
さ
四
寸
、
制
は
覆
の
ご
と
く
、
前
は
高
広
、
後
ろ
は
卑
く
鋭

る
。
所
謂
夏

の
母
追
、
殼
の
章
甫
な
り
。
委
貌
は
白卜
絹
を
以
て
つ
く
り
、
皮
弁
は
鹿
皮
を
以
て
つ
く
る
。

『
三
礼
図
』
は

『後
漢
書
』
の
皮
弁
冠
と
同
じ
と
い
う
も
の
、
旧
図
の
進
賢
冠
は
そ
の
遺
象
と
い
う
も
の
、
蓮
花

の
花
辮
の
あ
る
張
論

の
図
、
上
の
三
図
と
は
異
な
る
梁
正
の
図
の
四
種
を
掲
げ
て
い
る
。
(図
20
)

ま
た
別
の
皮
弁
の
項
で
は
、

皮
弁
は
白
鹿
の
皮
を
も

っ
て
こ
れ
を

つ
く
る
。

ま
た
旧
図
に
い
う
、
鹿
皮
の
浅
毛
黄
白
の
者
を
も

っ
て
つ
く
る
。
高
さ
は
尺
二
寸
。

と
い
う
。
こ
の
皮
弁
の
図
は
、
前
引
の
委
貌
、
母
追
、
章
甫
の
ど
の
冠
に
も
似
て
い
な
い
。
わ
か
り
に
く
い
所
で
あ
る
。
(図
21
)

弁
の
形
制
に
つ
い
て
の
基
本
資
料
は
、
『三
礼
図
』
も
引
い
て
い
る
次
の

一
条
で
あ
る
。

『釈
名

・
釈
首
飾
』

弁
と
は
両
手
を
合
し
て
柞

つ

(拍
手
す
る
)
時
の
ご
と
し
。

林
巳
奈
夫
氏
は
、
委
貌
冠
と
皮
弁
の
画
像
石
な
ど
の
実
例
を
比
較
し
て
、
「後
漢
時
代
に
は
固
い
芯
の
類
は
入
れ
な
か

っ
た
と
み
え
て
、

い
ず
れ
も
く
ん
な
り
曲
が

っ
て
い
る
」
と
皮
弁
を
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
わ
か
り
や
す
い
。
(図
22
)

し
か
し

『『
三
礼

図
』
の
着
用
図
と
は
違

っ
て
い
る
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
(図
23
)
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米帝r画 史』考釈(五)13

米
荒
は

「宋
の
初
あ
に
は
士
人
は
皆
鹿
皮
冠
を
着
け
て
い
た
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
伝
世
品
や
出
土
の
遺
物
か
ら
は
、
米
荒
の
主
張

を
裏
づ
け
る
も
の
は
見
出
さ
れ
な

い
。
宋
初
に
皮
冠
が
流
行
し
た
と
い
う
の
な
ら
、
唐
末
や
五
代
に
は
画
で
も
桶
で
も
大
量
に
実
例
が

あ
る
は
ず
あ
る
。
こ
の
条
の
末
尾
に
、
初
唐
の
挙
人
、
薫
翼
、
李
白
の
唐
の
三
例
し
か
あ
げ
て
い
な
い
の
は
、
か
え

っ
て
他
に
例
の
な

い
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
「国
初
に
皆
」
と
い
う
蓄
の
語
は
、
虚
構
で
な
け
れ
ば
誇
張
で
あ
ろ
う
。
皮
弁
に
つ
い
て
は
、
も

う

一
例
が

『三
才
図
会
』
に
あ
る
。
(図
24
)

こ
れ
は
朝
廷
出
仕
の
正
服
で
、
『画
史
』
に
い
う
庶
民
の
冠
巾
と
は
遠
い
。

宋
王
關
之

『淵
水
燕
談
録

・
談
謳
』

国
初
、
最
崇
義
は
礼
学
に
精
し
く
、
三
礼
図
を
著
わ
し
て
、
こ
れ
を
上
る
。
世
に
盛
行
す
。

米
蓄
の
知
識
も
宋
初
に
盛
行
し
た

『三
礼
図
』
(九
六
二
)
に
基
い
て
い
る
に
相
違
な
い
。
「図
24
」
の
方
は
無
視
し
て
よ
い
と
考
え

る
。
そ
し
て
こ
れ
は
明
代
の
皮
弁
に
基
く
作
図
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
実
例
出
土
の
遺
物
と
し
て
山
東
省
卸
県
の
皮
弁
冠
が
あ
る
。

(図
25
)
ま
た
明
諸
王
墓
出
土
品
数
点
が
あ
る
。

こ
の

一
条
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
元
符
二
年
ま
で
着
任
し
て
い
た
江
蘇
の
漣
水
軍
当
時
の
回
想
を
含
ん
で
い
る
。
五
十
七
才
で
死
去

し
た
彼
に
と

っ
て
、
四
十
九
歳
時
の
思
い
出
は
晩
年
に
属
し
よ
う
。
そ
の
時
期
に
か
ぶ
り
も
の
に
つ
い
て
の
執
筆
に
は
、

一
体
何
の
目

的
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

思
い
あ
た
る
の
は
、
彼
は
異
様
な
出
立
ち
の
服
装

で
、
人

々
の
話
柄
を
賑
わ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

天
平
時
代
の
冠
服
を
着
て
、
馬
に
ま
た
が

っ
た
東
京
美
術
学
校
長
当
時
の
岡
倉
天
心
を
想
見
さ
せ
る
米
荒
の
服
飾
に

つ
い
て
、
正
確
な

記
録
は
な
い
。

察
天
啓

「米
海
岳
墓
志
銘
」

冠
服
に
は
唐
の
規
制
を
用
い
、
至
る
所
に
人
聚
り
て
こ
れ
を
観
る
。

元

元
懐

『拘
掌
録
』

米
帝
怪
を
好
む
。
常
に
俗
帽
を
戴
き
、
深
衣
を
衣
る
。

29
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明

何
良
俊

『何
氏
語
林
』

元
祐

の
間
米
元
章
京
師
に
居
り
、
被
服
怪
異
。
高
答
帽
を
戴
き
、
従
者

の
手
を
置
く
を
欲
せ
ず
、
椀

さ
れ
ん
こ
と
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
す
で
に
し
て
輔

(か
ご
)
に
坐
す
る
に
、
頂
戴
の
磯
げ
る
所
と
な
る
。
遂
に

(屋
根
を
)
撤
去
し
、

帽
を
露
わ
に
し
て
坐
す
。

右
の
高
管
帽
は
正
式
の
称
呼
で
は
な
い
。
シ
ル
ク

ハ
ッ
ト
を
さ
ら
に
引
伸
し
た
円
筒
状
の
高
帽
を
着
け
る
も

の
に
、
西
晋
の
青
資
騎

獣
器

(北
京
故
宮
博
物
院
)
、
前
面
に
方
形
の
孔
の
あ
い
た
高
い
籠
冠
を
か
ぶ
る
も
の
に
、
西
晋

(三
〇
二
)

の
騎
吏
桶

(湖
南
省
博

物
館
)
が
あ
る
。
珍
し
い
も
の
だ
が
、
米
蓄
の
は
奇
抜
な
冠
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
文
献
の
伝
え
方

で
知
ら
さ
れ
る
。
と
も
か
く
話
を

面
白
く
す
る
た
め
に
、
冠
が
誇
張
さ
れ
て
ゆ
く
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
六
二
条
は
、
あ
ち
こ
ち
脇
道
に
入
る
か
に
見
え
て
、
結
局
は
鹿
皮
冠
の
話
に
終
始
し
て
い
る
。
彼
は
意
識

し
て
、
鹿
皮
冠
の
名
を

伏
せ
て
い
る
が
、
そ
う
と
し
か
読
め
な
い
。

「余
初
め
は
こ
れ
に
惑
う
」
は
、
「軟
裏
を
か
ぶ
る
の
は
嫌
だ
」
と
読
め
る
。
後
は
鹿
皮
冠
着
脱
の
礼
法
、
か
ぶ
り
も
の
の
沿
革
、
鹿

皮
冠
着
用
の
数
例
を
あ
げ
て
終

っ
て
い
る
。
か
ぶ
り
も
の
の
歴
史
に
は
真
実
味
が
乏
し
く
、
識
者
に
は
軽
蔑
さ
れ
て
も
し
か
た
の
な
い

よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
除
い
て
読
み
直
す
と
、
こ
の
条
は
鹿
皮
冠
の
紹
介
弁
護
の
た
め
に
提
言
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

彼
が
か
ぶ

っ
て
い
た

「怪
異
」
の
冠
は
、
実
は
鹿
皮
冠
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

一
六
二
条
は
抽
象
的
な
服
飾

の
論
議
に
し
て
は
、
ど

こ
か
お
か
し
い
の
で
あ

っ
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
記
述
す
る
の
で
は
な
く
て
、
自
己
の
体
験
を
混
え
、
学
識
も
ひ
け
ら
か
す
米
苛
独
得
の

ポ
ー
ズ
が
見
え
か
く
れ
し
て
い
る
。
そ
の
昔
、
京
師
に
い
た
頃
に
話
題
と
な

っ
た
皮
冠
、
黄
衣
を
問
わ
れ
て
、
着
用
の
思

い
出
と
、
史

的
意
義
を
説
明
し
た
と
い
う
の
が
、
成
立
の
実
情

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
書
か
な
い
の
は
、
米
荒

の
性
癖
と
い
っ
て
よ
い
。

林
巳
奈
夫
氏
の
集
め
た
遺
品
を
見
て
も
、
(鹿
)
皮
冠
は
後
漢

に
は
氾
濫
し
て
い
た
。
苗

の
い
う

「国
初
は
皆
」
は
、
後
漢
を
故
意
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に
ず
ら
し
て
言

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
本
当
に
国
初
に
流
行
し
て
い
た
も
の
な
ら
、
も

っ
と
皮
冠
の
別
を
知

っ
て
い
る
人
、
皮
冠
の

事
を
記
憶
し
て
い
る
人
、
そ
れ
こ
そ

「書
旧
」
が
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
蓄
と
同
時
の
人
に
は
、
皮
冠
の
実
体
は
わ
か
ら

な
く
な

っ
て
い
た
。
だ
か
ら
俗
帽
と
か
、
高
讐
帽
と
か
、
唐
冠
と
か
い
っ
て
正
確
に
後
の
人
に
は
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
国
初
の

流
行

で
は
な
い
こ
と
を
有
力
に
証
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
車
蓋
を
撤
去
し
て
冠
帽
を
の
ぞ
か
せ
て
乗

っ
て
い
た
話
も
、
鹿
皮
冠
の

高
さ
、
尺
二
寸
、
約
二
十
八
セ
ン
チ
を
考
え
る
と
充
分
に
成
立
す
る
話
で
あ
る
。
苗
自
身
、
自
分
の
か
ぶ
り
も

の
に
つ
い
て
説
明
す
る

必
要
は
感
じ
て
い
た
に
相
違
い
な
い
。
そ
れ
が
後
年
に
な

っ
て
、

一
六
二
条
の
形
で
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
時

「六
芸

の
学
、
次
を
以
て
開
設
さ
れ
」
(墓
志
銘
)、
彼
は
書
画
学

へ
の
任
用
を
熱
望
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
往
時
の
悪
評
に
つ
い
て
釈
明
す

る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

後
段
の

「古

の
徐
州
の
国
境
の
民
が
巾
の
下
に
鹿
皮
か
、
紙
製
の
冠
を
常
に
着
け
て
い
た
」
と
い
う
話
に
あ
た
る
江
蘇
徐
州
後
漢
墓

(紀
元
八
六
)
出
土
の
画
像
石
に
は
、
冠
の
上

に
蝶
結
び
の
巾
を
着
け
る
例
が
あ
る
。
(3

ま
た
唐
章
懐
太
子
の
墓
壁
画
中
の
兵
士

の
集
団
が

一
様
に
着
け
て
い
る
裏
抹
額
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
黒
い
撲
頭
の
上
に
は
目
に
も
鮮
や
か
な
赤

い
吊
巾
を
巻
い
て
い
る
。

こ
れ
な
ら
労
働

に
も
適
し
て
い
よ
う
。
吊
巾
と
僕
頭
が
本
来

一
具
で
あ

っ
た
と

い
う
米
蓄

の
主
張
も
、
こ
れ
な
ら
う
な
づ
け
よ
う
。

(図
26
)

硫

箆

・
掠
子

髪
を
整
え
る
た
め
の
道
具
。
杭

(そ
)
と
箆

(
へ
い
)
は
、
櫛
と
総
称
さ
れ
る
。
目
の
荒

い
の
が
杭
、
こ
ま

か
い
の
が
箆
で
あ
る
。

(図
27
、
右
端
の
も

の
)

『釈
名

.
釈
首
飾
』

硫
は
そ
の
歯
の
疎

(そ
)
な
る
を
い
う
。
数

(さ
く
、
密
の
意
)
な
る
を
比

(
へ
い

・
箆
に
通
じ
る
)
と
い
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う
。
硫
に
比
し
て
そ
の
歯
数
、
す
こ
し
く
数
な
り
。
ま
た
細
か
く
相
比

(
へ
い
)
す
る
を
い
う
。

掠
子
は
お
く
れ
毛
を
巾
や
績

(さ
く
)
の
中
に
導
き
入
れ
る
た
め
の
も
の
、
導
、
刷
と
い
わ
れ
る
も
の
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

『釈
名

・
釈
首
飾
』

導
と
は
髪
髪
を
導
櫟

(櫟
は
こ
す
り

つ
け
る
意
)
し
、
巾
績
の
う
ち
に
入
れ
し
め
る
な
り
。

ま
た
刷
は
、
上
方
の
髪
に
髪
の
長
短
あ
る
も
の
を
向
わ
し
め
る
も
の
を
い
う
。
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
で
あ
る
。

『同
』

刷
は
帥

(そ
つ
、
ひ
き
い
る
意
)
な
り
。
髪
の
長
短
を
帥

い
て
、
皆
上
に
従
わ
し
む
な
り
。

長
沙
馬
王
堆

一
号
墓
出
土
の
堅
い
毛
の
ブ
ラ
シ
が
、
掠
子
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(図
28
、
中
央
の
も
の
)

客

至
即
言
容
杭
裏
、
乃
去
皮
冠
、
硫
髪
角
加
後
、
以
入
僕
頭
巾
子
中
、
箆
約
髪
、
乃
出
、
客
去
復
如
是
。

32

 

客
至
れ
ば
即
ち

「硫
裏
を
容

(ゆ
る
)
せ
」
と
言
い
、
乃
ち
皮
冠
を
去
り
、
髪
角
を
硫

(く
し
け
ず
)

巾
子
中
に
入
れ
、
箆

(
へ
い
)
も
て
髪
を
約
し
て
、
乃
ち
出
ず
。
客
去
れ
ば
ま
た
か
く
の
ご
と
く
す
。

っ
て
後

ろ
に
加
え
、
以
て
僕
頭

〈
校
異
〉

如
是

『拾
遺
』
是
字
を
欠
く
。
誤
ま
り
。

言
容
硫
裏

「髪
を
整
え
る
の
を
お
許
し
下
さ
い
と
あ
い
さ

つ
し
て
」
の
意
か
。
「言
容
1
1
」
に
は
典
故
が
あ
る
。

『礼
記

・
玉
藻
』

お
よ
そ
祭

に
は
、
容
貌
顔
色
は
祭
る
所
の
者
に
あ
う
ご
と
く
す
。
…
言
の
容
は
繭
繭

ま
)、
…
言
の
容
は
諮
諮

(語
気
の
き
び
し
い
さ
ま
)。

(声

の
か
す
か
な
さ
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『画
史
』
の
使
い
方
は
不
適
切
で
あ
る
。
米
蓄
の
意
図
は
、
古
典
に
通
ず
る
も

っ
た
い
ぶ
っ
た
雰
囲
気
を
演
出
し
た
い
ペ
ダ
ン
チ
ズ
ム

で
は
な
い
か
。

こ
の
条
、
接
客
時
の
皮
冠
、
巾
帽
の
着
脱
に
伴
う
整
髪
の
工
具
、
作
法
、
心
得
に
つ
い
て
い
う
。
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
お
か
し
な

記
事
で
あ
る
。
作
法
も
態
度
も
ご
く
当
た
り
前
の
日
常
生
活
の
行
動
で
あ

っ
て
、

一
体
何
の
た
め
に
こ
の
文
章
を
書
か
ね
ば
な
ら
な

か

っ
た
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。

思
う
に
、
「客
至
レ
バ
…
シ
、
客
去
レ
バ
…
シ
、
…

ハ
大
不
謹
ナ
リ
」
と
い
う
文
体
は

『礼
記
』
や

『儀
礼
』

に
似
て
い
る
。
「言
容

硫
裏
」
と
い
い
、
こ
の
条
は

『礼
記
』
や

『儀
礼
』
の
文
体
を
真
似
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
内
容
は
二

の
次
で
、
文
体
を
ま
ね

て
い
れ
ば
事
は
足
り
た
と
考
え
ら
れ
る
。
任
意
に
選
ん
だ

『礼
記
』
の

一
節
を
掲
げ
る
。

『礼
記

・
曲
礼
上
』

お
よ
そ
君
の
た
め
に
使
す
る
者
は
、
す
で
に
命
を
受
け
れ
ば
君
言
を
家
に
宿
め
ず
、

…
使
者
帰
れ
ば
必
ず
門

外
に
拝
送
す
。
も
し
人
を
君
の
所
に
使
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
必
ず
朝
服
し
て
こ
れ
に
命
ず
、
使
者
反
れ
ば
則
ち
必
ず
堂
を
下
り
て
命

を
受
く
。

冠
巾
や
首
飾
り
に

つ
い
て
語
る
に
は
、
動
作
の
反
覆
を
表
わ
し
た
無
駄
の
な
い
簡
潔
な
文
体
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
思

っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
米
帝
に
と

っ
て
あ
ま
り
自
慢
に
な
ら
な
い
権
威
主
義
、
ま
た
挙
試
の
た
め
の
正
規
の
学
業
を
受
け
な
か

っ
た
素
養
の
弱
点

に
対
す
る
自
意
識
ま
で
も
垣
間
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

冠
帽

の
着
脱
の
作
法
な
ど
、
改
あ
て
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
次
の
文
節

も
含
め
て
、
彼
が
言
及

し
て
い
る
冠
帽
が
通
常
人
の
目
に
ふ
れ
ぬ
、
ま
た
扱
う
こ
と
の
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
に
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
作
法
は
、
宋
代
官
僚
の
主
要
な
冠
り
も
の
で
あ
る
、
木
囲
の
模
頭
で
は
起

こ
り
え
な
い
手
続
き
で

33
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あ
る
。
こ
こ
に
い
う
冠
巾
が
米
荒
個
人
の
冠
り
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
は
、
ま
す
ま
す
大
き
い
と
考
え
る
。

其
後
方
有
糸
絹
作
掠
子
、

之
、
為
大
不
謹
也
。

掠
起
髪
、
頂
帽
出
入
、
不
敢
使
尊
者
見
、
既
帰
干
門
背
取
下
掠
子
箆
、
約
髪
詑
、
乃
敢
入
、
恐
尊
者
令
免
帽
見

そ
の
後
は
じ
め
て
糸
絹
も
て
掠
子
を
作
る
あ
り
、
髪
を
掠
起
し
帽
を
頂
い
て
出
入
し
、
敢
え
て
尊
者
を
し
て
見
せ
し
め
ず
。
既
に
帰

れ
ば
門
背
に
お
い
て
掠
子
と
箆
と
を
取
下
し
、
髪
を
約
し
お
わ

っ
て
、
乃
ち
敢
え
て
入
る
。
尊
者
を
し
て
帽
を
ぬ
ぎ
、
こ
れ
を
見
ん
こ

と
を
恐
る
。
大
不
謹
と
な
せ
ば
な
り
。

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

恐
尊
者
令
免
帽
見
之
、
為
大
不
謹
也
。

難
解
な
箇
所
で
あ
る
が
、
冠
帽
を
着
け
ず
、
髪
を
整
え
ぬ
ま
ま
長
上
に
逢
う
こ
と
の
不
敬
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

髪
に
つ
い
て
の
敬
不
敬
は
資
料
を
見
出
せ
な
か

っ
た
が
、
模
頭
の
両
脚
は
、
必
ず
垂
れ
て
入
ら
な
け
れ
ば
大
不
敬

と
さ
れ
た
故
事
が
、

宋
孫
角

『談
苑
』、
宋
孫
光
憲

『北
夢
珀
言
』
十
二
、
宋
程
大
昌

『演
繁
露
』
に
見
え
る
。

又
其
後
方
見
用
紫
羅
、
爲
無
頂
頭
巾
、
謂
之
額
子
。
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猶

不
敢
習
庶
人
頭
巾
、
其
後
挙
人
始
以
紫
紗
羅
爲
長
頂
頭
巾
、
垂
至
背
、
以
別
庶
人
踏
首
。

ま
た
そ
の
後
、
方
に
紫
羅
を
用
い
て
無
頂
の
頭
巾
を

つ
く
る
を
見
る
。
こ
れ
を
額
子
と
い
う
。
な
お
敢
え
て
庶
人
の
頭
巾
に
習
わ
ず
。

そ
の
後
、
挙
人
は
始
め
て
紫
紗
羅
を
以
て
長
頂
頭
巾
を

つ
く
り
、
垂
れ
て
背
に
至
り
、
以
て
庶
人
購
首
と
別
か

つ
。

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

米蓄r画 史』考釈(五)19

額

子は
ち
ま
き

(図
29
)
、
婦
人
用
を
勒
子
と
い
う
。
(図
30
)

『画
史
』
に
い
う
紫
色
の
額
子
は
、
所
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も

「紫
の
羅
で
鉢
巻
き
を
作

っ
て
、
庶
人
の
頭
巾
と
は
区
別
す
る
、
…
鉢
巻
き
は
不
敬
と
す
る
」
と
い
う
彼
の
論
理
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

一
体
ど
こ
ま
で
真
剣
に
話
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
前
後
の
か
ぶ
り
も
の
の
歴
史
は
、
人
を
茶
化
し
た
よ
う

な
口
ぶ
り
を
感
じ
る
の
だ
が
。

挙
人
始
以
紫
紗
羅
、
為
長
頂
頭
巾
、
垂
至
背
。

長
頂
の
形
制
を
考
え
さ
せ
る
例
に
、
伝
張
萱

「
號
国
夫
人
遊
春
図
」
中
の
人
物
の
模
頭
が
あ
る
。
(図
31
)

「垂
れ

て
背
に
至

る
」
も
の
が
何
か
わ
か
ら
な
い
が
、
「長
頂
」
の
形
も
合
わ
せ
て
、
白
沙
宋
墓
第
二
号
墓
壁
画
中
の
墓
主
夫
婦

の
中
間
に
立

つ
ハ
ン
サ

ム
な
若
者

の
着
け
る
も
の
が
、
該
当
す
る
と
考
え
る
。
(図
32
)

米
苛
四
十
九
歳
時
、
元
符
二
年
の
資
料

で
あ
る
。
報
告
書
は

「童

髪
の
端
に
青
帯
を
系
け
る
」
と
い
う
が
(4
、
長
頂
頭
巾
と
は
こ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
「挙
人
が
始
め
て
作

っ
た
」
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と
い
う
根
拠
は
、
発
見
に
至
ら
な
い
。

え
ば
で
た
ら
め
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
前
後
の
か
ぶ
り
も
の
の
沿
革
、
史
的
展
開
は
恣
意
的
な
思
い
つ
き
、
悪
く
い

用
紫
羅
為
無
頂
頭
巾
、
…
以
紫
紗
紗
為
頂
頭
巾
。

冠
服
の
色
彩
に
つ
い
て
は
、
き
び
し
い
規
制
が
あ
る
。
階
大
業
六
年
の
詔
に
、
「五
品
以
上
は
通
じ
て
紫
抱
を
著
る
」
と
い
い
、
唐

貞
観
四
年

の
詔
に

「
三
品
以
上
は
紫
を
服
す
」
(
『
旧
唐
書

・
輿
服
志
』)
と
あ
る
よ
う
に
、
好
き
勝
手
に
紫
を
使
う
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『宋
史

・
輿
服
志
』
に
は
紫
の
使
用
の
禁
令
が
再
三
見
え
る
。

太
宗
端
操
二
年
、
詔
し
て
県
鎮
の
場
務
、
諸
色
の
公
人
井
び
に
庶
人
、
商
質
、
伎
術
、
不
係
の
官
の
伶
人
は
、
た
だ
皐

(く
ろ
)、

白
衣
、
鉄
、
角
帯
の
み
を
許
し
、
紫
を
服
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

神
宗
煕
寧
九
年
、
朝
服
の
紫
色
黒
に
近
き
者
を
禁
ず
。
…
紫
杉
、
本
軍
校

(将
校
)
の
服
。
中
興

(宋
の
南
渡
後
)
、
士
大
夫
こ
れ

を
服
す
。
…
紹
興
二
十
六
年
、
戎
服

(軍
服
)
を
以
て
民
に
臨
む
を
得
る
な
か
ら
し
む
。
こ
れ
よ
り
紫
杉
は
遂

に
廃
せ
ら
る
。

帽
杉
、
帽
は
鳥
紗
を
以
て
し
、
杉
は
阜
羅
を
以
て
こ
れ
を

つ
く
る
。
…
南
渡
後

一
変
し
て
紫
杉
と
な
り
、
再
び
変
じ
て
涼
杉
と
な
る
。

従

っ
て

『画
史
』
に
い
う

「は
じ
め
て
」
「は
じ
め
て
つ
く
る
」
と
い
う
の
は
、
い
つ
の
話
か
わ
ら
か
な
い
。
少
く
も

「国
初
」
以

降
と
い
う
の
は
お
か
し
い
の
で
あ

っ
て
、
米
蓄
ひ
と
り
知

っ
て
い
た
と
い
う
の
は
危

っ
か
し
い
話
な
の
で
あ
る
。

36

 

今

則
士
人
皆
戴
庶
人
花
項
頭
巾
、
梢
作
幅
巾
、
迫
遙
巾
、
額
子
則
為
不
敬
。
衣
用
裏
肚
勒
吊
則
為
是
。
近
又
以
半
腎
軍
服
被
甲
上
、

者
謂
之
背
子
、
以
為
重
礼
。
無
則
為
無
礼
、
不
知
今
之
士
服
大
帯
施
紳
、
乃
為
礼
、
不
帯
左
祇
皆
夷
服
。
此
必
有
君
子
制
之
　
。

不
帯



今
は
則
ち
士
人
は
皆
庶
人
の
花
頂
頭
巾
を
戴
き
、
す
こ
し
く
幅
巾
を
迫
遙
巾
に
作
る
。
額
子
は
則
ち
不
敬
と
な
す
。
衣
は
裏
肚
勒
吊
を

用
う
れ
ば
、
則
ち
是
と
な
す
。
近
ご
ろ
又
半
腎
の
軍
服
を
以
て
甲
上
に
被
、
帯
せ
ざ
る
者
、
こ
れ
を
背
子
と
い
い
、
以
て
重
礼
と
な
す
。

無
け
れ
ば
則
ち
無
礼
と
な
す
。
知
ら
ず
、
今
の
士
の
服
は
、
大
帯
施
紳
を
乃
ち
礼
と
な
し
、
帯
せ
ず
、
左
概
な
皆
夷
服
な
る
を
。

こ
れ
必
ず
君
子
こ
れ
を
制
す
る
あ
り
。

〈
校
異
〉

不
知
今
、
『拾
遺
』
不
知
古
に
作
る
。

米帯r画 史』考釈(五)Z1

今
則
士
人
皆
戴
花
頂
頭
巾

花
頂
頭
巾
の
名
称
は
、
他
に
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
米
帝
個
人
の
命
名
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
形
状
を
同
定
で
き
な
い
。
任
道
斌

教
授
の
指
教
に
よ
る
と
、
図
5
の
よ
う
な
二
脚
を
前
額
部
で
結
ぶ
嘆
頭
を
、
花
頂
頭
巾
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
疑
わ
し

い
。白

沙
宋
墓
壁
画
中
の
高
頭
円
巾
の
額
に
六
辮
の
花
飾

一
つ
を
着
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
(図
33
)

若
者

は
右
手

の
銭
の
束
を
両

肩
か
ら
首
に
巻
い
て
西
向
き
に
立

つ
。
宿
白
は
上
述
し
た
則
天
武
后
の
天
授
二
年
、
群
臣
に
賜

っ
た
高
頭
巾
子

で
は
な
い
か
と
い
う
。
(5

宿
白
の
報
告
に
よ
る
と
、
威
陽
底
張
溝
第
十
九
号
墓

(天
宝
三
戴
、
七
四
四
、
豆
盧
建
墓
)
出
土
の
男
桶
の
巾
子
、
河
南
鄭
州
近
辺

出
土
の
宋
陶
桶
の
嘆
頭
の
額
に
は
、
こ
の
花
飾
が
多
く
捺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
小
さ
な
図
版
で
見
る
限
り
、
豆
盧
建
墓
は
中
央
に
高

く
分
か
れ
た
両
辮
の
軟
裏
撲
頭
、
鄭
州
桶
は
木
囲
頭
の
帳
頭
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
花
頂
頭
巾
と
容
易
に
み
な
せ

ぬ
難
点
は
、
白
沙

の
人
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物
は

「今

の
士
人
」
で
は
な
く
、
庶
民
で
あ
り
、
「皆
戴
く
」
と
い
う
帝
の
強
調
と
は
裏
腹
に
他
に
実
例
の
な

い
こ
と

に
よ
る
。
と
も

か
く
花
頂
と
解
釈
で
き
る
頭
巾
の
例
は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
。

迫
遙
巾

気
軽
な
外
出
用
の
巾
か
。
形
制
は
不
明
で
称
呼
の
用
例
を
見
な
い
。
次
は
近
似
す
る

一
例
。

宋
陶
穀

『清
異
録
』

同
光

(後
唐
荘
宗
)
即
位
し
、
…
尚
衣
の
進
御
の
巾
裏
、
名
品
日
に
新
な
り
。
今
伶
人
の
預
か
る
所
、
な
お

そ
の
遺
製
に
合
す
る
あ
り
、
日
く
、
聖
迫
遙
、
安
楽
巾
、
…

半
腎

・
背
子

ひ
と
え
も
の
、
ま
た
は
肌
着
の

一
。
袖
の
な
い
、
ま
た
は
袖
の
短
い
衣
服
。
(図
34

・
35
)

一
に
背
子
、
背
心
と
も
い
う
。

『事
物
紀
原

・
衣
裏
帯
服
部

・
背
子
』

杉
子
の
上
朝
の
服
に
、
背
子
を
加
う
。
そ
の
制
、
杉
よ
り
短
か
く
、
身
杉
と
斉
し
く
大
袖
。

今
ま
た
長
さ
は
梧
と
斉
し
く
、
袖
わ
ず
か
に
杉
よ
り
寛
し
。
け
だ
し
秦
よ
り
始
ま
り
な
り
。

『演
繁
露
』

今
人
公
裳
を
服
す
る
に
必
ら
ず
う
ち
に
背
子
を
以
て
す
。
背
子
は
状
単
嬬
袷
襖
の
ご
と
く
、
特
に
そ
の
裾
に
長
さ
を

加
え
、
直
ち
に
垂
れ
て
足
に
至
る
の
み
。

裏
肚
勒
吊

裏
肚

(か
と
)
は
腹
が
け
、
胴
巻
き
。
図
36
は
守
護
神
、
武
人
像

で
、
『画
史
』
に
い
う
士
人
と
は
そ
ぐ
わ
ぬ
が
掲
げ
る
。
銅
像
は

一

〇
六
四
年
の
鋳
造

で
あ
る
。
元
祐
九
年

(
一
〇
九
四
)
、
四
十
四
歳
の
米
荒
は
河
南
嵩
山
中
岳
廟
の
監
桐
廟
の
任

に
あ

っ
た
。
こ
の
文
章

は
、
こ
の
銅
像

の
観
察
に
よ

っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

勒
吊

(ろ
く
は
く
)
は
、
腰
を
束
ね
る
帯
。
(図
36
)

ま
た
は
背
子
の
両
わ
き
下
に
つ
い
た
垂
れ
ひ
も
。
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背
子
を
着
た
時
に
し
め
る
も
の
、
『三
才
図
会
』
な
ど
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
江
蘇
金
壇
、
南
宋
周
璃
墓
出
土
の
右
概
単
杉

に
は

あ
る
。『宋

史

・
儀
衛
志
』

銅
革
帯
を
用
う
る
者
は
、
勒
吊
を
以
て
代
え
し
む
。

今
士
服
大
帯
施
紳

紳
は
礼
服
に
用
い
る
お
お
お
び
。
結
ん
で
前
に
垂
ら
す
。
(図
37

・
38
)

『説
文
』
「段
注
」

古
に
革
帯
あ
り
、
…
後
に
こ
れ
に
大
帯
を
加
う
。
紳
は
則
ち
大
帯
の
垂
る
る
者
な
り
。

『礼
記

・
玉
藻
』

紳
の
長
さ
の
制
は
、
士
は
三
尺
。
(注
)
紳
は
帯
の
垂
る
る
者
な
り
。
そ
の
屈
し
て
重
き
を
い
う
。

施

(た
)
は
ひ
っ
ぱ
る
、
加
え
る
意
。

『論
語

・
郷
党
』

加
朝
服
施
紳
。
(疏
)
施
は
加
え
る
な
り
、
紳
は
大
帯
な
り
。

左
概襟

を
左
前
に
す
る
。
野
蛮
人
の
衣
服
の
着
か
た

(図
39
)。
ひ
い
て
野
蛮
国
の
意
。

『尚
書

・
畢
命
』

四
夷
左
祇

(伝
)
東
夷
西
戎
、
南
蛮
北
秋
、
被
髪

(冠
を

つ
け
ず
、
髪
を
ふ
り
乱
す
)
左
稚
の
人
。

『論
語

・
憲
問
』

管
仲
な
か
り
せ
ば
、
吾
そ
れ
被
髪
左
概
せ
ん
。
(疏
)
概
と
は
衣

の
衿
を
い
う
、
衣
の
衿
左
に
向
か
う
、
こ
れ

を
左
椎
と
い
う
。
(集
注
)
被
髪
左
椎
は
夷
狭
の
俗
な
り
。

漢

刻
従
者
巾
、
与
段
母
追
同
。
今
頭
巾
若
不
作
花
頂
、
而
四
帯
両
小
者
在
髪
、
両
差
大
者
垂
、
則
此
制
也
。

礼

山豆
有
他
、
君
子
制
之
耳
。

39



24

漢
刻
の
従
者
の
巾
は
、
股
の
母
追

(ぼ
う
た
い
)
と
同
じ
。
今
の
頭
巾
、
花
頂
を
作
ら
ず
し
て
四
帯
あ
り
、
両

の
小
さ
き
も
の
は
髪
に

あ
り
、
両
の
や
や
大
な
る
も
の
の
垂
る
る
ご
と
き
は
、
則
ち
こ
の
制
な
り
。
礼
あ
に
他
あ
ら
ん
や
、
君
子
こ
れ
を
制
す
る
の
み
。

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

股
母
追

母
追

(ぼ
う
た
い
)

股
の
夏
后
氏
の
纈
布
冠
。
纈
布
冠
は

『儀
礼

.
士
冠
礼
』
の
鄭
玄
注
に

纈
布
冠
は
今
の
小
吏
冠
。
そ
の
遺
象
な
り
。

そ
の
形
制
は
多
様
で
あ
る
が
(6

、
『三
礼
図
』
(図
40
)
『三
才
図
会
』
(図
41
)
と
も
に
最
も
シ
ン
プ
ル
な
形
制
を
示
す
。
堆

(た
い
、

も
り
上

っ
た
丘
)
の
形
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
い
う
。

『礼
記

・
郊
特
牲
』

母
追
は
夏
后
氏
の
道
な
り
。
(注
)
母
追
、
読
ん
で
牟
堆
と
な
す
。
(疏
)
夏
后
氏
は
質
、
そ
の
形
を
以
て
こ

れ
に
名
つ
く
。

二
千
年
以
前
の
冠
が
、
米
蓄
当
時
ま
で
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
撲
頭
と
見
ま
が
う
唐
巾
が
、

『三
才
図
会
』
の
本
文

に
は
母
追
に
似
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
米
蓄
の
イ
メ
ー
ジ
は
唐
巾
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(図
42
)

『三
礼
図
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

『三
才
図
会

・
衣
服
』

唐
巾
、
そ
の
制
、
古
の
母
堆
に
類
る
。
か

つ
て
唐
人
の
画
像
を
見
る
に
、
帝
王
多

く
こ
れ
を
冠
す
。
則
ち
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も
と
よ
り
士
大
夫
の
服
に
あ
ら
ず
。
今
は
お
お
む
ね
士
人
の
服
な
り
。

余
為
漣
水
、
古
徐
州
境
、
毎
民
去
巾
、
下
必
有
鹿
楮
皮
冠
、
此
古
俗
所
著
、
良
足
美
也
。

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

余
漣
水
と
な
る
。

す
る
に
足
る
。

古
の
徐
州
の
境
、
つ
ね
に
民
巾
を
去
れ
ば
、
下
に
必
ず
鹿
楮
皮
冠
あ
り
、
こ
れ
古
俗
の
著
く

る
所
、
ま
こ
と
に
美
と

41
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毎

民
去
巾
、
下
必
有
鹿
楮
皮
冠
、
此
古
俗
所
著
。

冠
を

つ
け
る
だ
け
で
、
そ
の
上
を
巾

で
つ
つ
ま
な
い
こ
と
の
非
難
は
、
米
荒
以
外
に
も
あ
る
。

宋
史
縄
祖

『学
斎
伯
畢
』

古
は
冠
あ

っ
て
巾
な
し
、
巾
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
け
だ
し
巾
は
た
だ
尊
暑
瓜
果
を
幕
む
用
に
と
ど

ま
り
、
首
に
加
え
ず
。
…
し
か
れ
ど
も
後
漢
郭
林
宗
の
折
角
巾
に
起

こ
る
。
近
代
に
至

っ
て
は
、
反

っ
て
巾
を
以
て
礼
と
な
し
、
冠

を
戴
い
て
巾
を
せ
ざ
る
者
を
非
礼
と
な
す
。

又
唐
初
画
挙
人
、
必
鹿
皮
冠
、
縫
披
大
袖
黄
衣
、
短
至
膝
長
白
裳
也
。
瀟
翼
御
史
至
越
、

証
未
軟
裏
、
日
欄
也
、
李
白
像
、
鹿
皮
冠
、
大
袖
黄
鞄
服
、
亦
其
制
也
。

見
弁
才
云
、
著
黄
衣
大
袖
、
如
山
東
挙
人
、
用
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〈
校
異
〉

山
東
挙
人

『拾
遺
』
『美
術
叢
書
』
、

大
袖
ま
で
の
二
十

一
字
、
『拾
遺
』
な
し
。

山
東
挙
子
に
作
る
。
ま
た
黄
抱
服
、
『拾
遺
』
黄
抱
杖
に
作
る
。
如
山
東
よ
り
皮
冠

ま
た
唐
初
の
挙
人
を
画
け
る
も
の
は
、
必
ら
ず
鹿
皮
冠
、
縫
抜
、
大
袖
の
黄
衣
。
短
か
き
は
膝
の
長
さ
に
至
る
、
白
裳
な
り
。
薫
翼
御

史
越
に
至
り
、
弁
才
を
見
る
に
い
う
、
「黄
衣
の
大
袖
を
著
、
山
東

の
挙
人
の
ご
と
し
」
と
。
用

っ
て
い
ま
だ
軟

裏
せ
ざ
る
を
欄
と
い

う
を
証
す
。
李
白
の
像
も
鹿
皮
冠
、
大
袖
の
黄
抱
服
、
亦
そ
の
制
な
り
。

縫

液縫
腋

(ほ
う
え
き
)
に
同
じ
。
袖
の
下
か
ら
両
腋
を
ぬ
い
合
わ
せ
た
服
。

『後
漢
書

・
輿
服
志
』

礼
記
に
孔
子
、
縫
液
の
衣
を
衣
る
と
。
縫
液
、
そ
の
袖
を
合
し
て
縫
い
、
こ
れ
を
大

に
す
。
今

の
抱
に
近

し
。

瀟
翼
御
史
至
越
見
弁
才
云
、
著
黄
衣
大
袖
。

瀟
翼
は
、
唐
太
宗
時
の
監
察
御
史
。
王
義
之

「蘭
亭
序
」
の
真
蹟
を
、
越
僧
弁
才
か
ら
だ
ま
し
と

っ
て
員
外
郎
を
授
け
ら
れ
た
故
事

で
名
高

い
。
(『唐
詩
紀
事
』
五
)

図
は
伝
閻
立
本
筆

「薫
翼
嫌
蘭
亭
図
」
部
分
。
原
絹
は
断
燗
著
る
し
く
、
膝
か
ら
下
や
背
中
の
後

半
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
『画
史
』
に
い
う
黄
衣
大
袖
で
あ
る
。
ま
た
五
代
、
宋
初
の
軟
裏
撲
頭
を
着
け
て
い
る
。
(図
43
)

『宣
和
画
譜
』
六
に
は
、
別
の
唐
人
の
作
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

呉
洗
、
い
ず
こ
の
人
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
…
そ
の

「薫
翼
蘭
亭
図
」
を
伝
う
る
も
の
は
、
人
品
輩
流
、
各
々
風
儀
あ
り
、
図
を

42
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披
け
ば
す
な
わ
ち
よ
く
想
見
す
、

一
時
の
行
記
、
歴
歴
と
し
て
目
に
あ
り
、
信
な
る
か
な
、
書
画
の
並
び
に
伝

わ
る
は
、
自
来
す
る
所

あ
る
こ
と
。

未

軟
裏
、
日
欄
也
。

欄
は
、
裳

(も
す
そ
)
の
横
幅
ぎ
れ
。
こ
こ
で
は
欄
杉
、
す
そ
べ
り
の
あ
る
衣
。

『
旧
唐
書

.
輿
服
志
』

開
元
来
、
戚
獲

(奴
埠
)
賎
伍
の
者
、
皆
欄
杉
を
服
す
。

右

の
身
分
の
低
い
者
か
ら
、
宋
代

で
は
進
士
や
学
生
の
常
服
に
変

っ
て
い
る
。

『宋
史

.
輿
服
志
』

欄
杉
は
白
細
布
を
以
て
こ
れ
を

つ
く
る
。
円
領

(丸
首
)
大
袖
、
下
に
横
欄
を
施
し

て
裳
と
な
す
。
腰
間
に

襲
積

(
ひ
だ
)
あ
り
。
進
士
及
び
国
子
生
、
州
県
生
こ
れ
を
服
す
。
(図
44
)

ま
た
宋
高
承

『事
物
紀
原

.
衣
襲
帯
服
部

・
欄
杉
』
に
は
、
挙
子
の
服
と
い
う
。
高
承
は
元
曲豆
年
間
の
入
、
同
時
の
米
荒
の
引
く

「山

東
の
挙
子
」
と
は

一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。

『事
物
紀
原
』
三

唐
志
に
日
く
、
…
欄
杉
、
以
て
上
士
の
服
と
な
す
。
今
の
挙
子
の
衣
る
所
の
者
、
欄
杉

の
始
な
り
。

漸
江
杭
州
、
中
国
美
術
学
院
任
道
斌
教
授
の
指
教
に
よ
る
と
、
軟
裏
の
広
義
の
意
味
は
模
頭
と
欄
杉
と
を
加
え
た
練
称
で
あ

っ
て
、

「未
軟
裏
」
は
鹿
皮
冠
と
黄
衣
大
袖
の
欄
杉
と
を
合
わ
せ
た
絡
称
で
あ
る
と
い
う
。
錯
脱
の
文
字
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

私
の
意
見
だ
が
解
答
は
な
い
。

欄
杉欄

抱
、
欄
杉
と
も
そ
の
形
は
胡
服
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
と
も
に
右
椎
、
丸
首
、
袖
は
せ
ま
く
、
袖
襟
と
も
に
縁
は
な
い
。

士
人
の
上
服
、
ま
た
は
宙
官
の
常
服
と
さ
れ
る
。
(7

裾
に
欄

(ふ
ち
か
ざ
り
)
を

つ
け
た
の
は
、
『
旧
唐
書

・
輿
服
志
』
に
よ
れ
ば
、

43
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北
周
に
始
ま
る
と
い
う
。

李
白
像
鹿
皮
冠
大
袖
黄
抱
服

宋
代
筆
記
の
記
録
及
び
現
存
伝
世
の
李
白
像
に
、
鹿
皮
冠
と
黄
抱
の
姿
を
描
く
も
の
は
見
出
さ
れ
な
い
。
す
べ
て
帳
頭
で
あ
る
。

宋
衰
文

『甕
鵬
聞
評
』
五

建
中
靖
国
間
、
饒
徳
操
の
周
肪
の
画
李
白
に
題
す
る
詩
に
い
う
、
「鳥
紗

の
巾
、
白
苧
の
抱
、
岸
巾
腎
を

穰

っ
て
方
に
出
遽
」
と
。
こ
の
本
最
も
佳
な
り
。
今
の
李
白
を
画
く
者
、
緋
抱
に
作
る
、
そ
の
服
色
い
ま
だ
深
害
と
な
さ
ず
、
但
裏

に
白
爽
を
用
う
、
…

宋
程
大
昌

『演
繁
露
』
六

「李
白
墓
」

…
前
に
小
祠
堂
あ
り
、
甚
だ
草
草
中
に
白
の
像
を
絵
く
。
布
抱
、
裏
軟
脚
撲
頭
、
そ
の

伝
の
真
否
を
知
ら
ず
。
白
か

っ
て
翰
林
に
供
奉
し
て
終
る
、
か

っ
て
官
を
得
ず
、
則
ち
衣
る
所
の
白
抱
は
是
な
り
。

44

 

お
わ
り

に

米
帝
が
冠
帽
に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
条
文
は
、
『画
史
』
で
は
ほ
か
に
八
か
所
あ
る
。
そ
の

一
つ
で
彼
は
い
う
、

60

今
の
人
は
絶
え
て
故
事
を
画
か
ず
、
則
ち
こ
れ
を

つ
く
る
人
も
ま
た
古
の
衣
冠
を
考
え
ず
、
皆
人
を
し
て
笑
い
を
発
せ
し
む
。

し
か
し
、
権
威
ぶ

っ
て
人
を
見
下
し
た
こ
の
言
い
方
は
、

一
六
二
条
の
頭
巾
の
例

一
つ
取

っ
て
み
て
も
、
私
た
ち
を
納
得
さ
せ
な
い
。

「
笑
わ
れ
る
」
の
は
ど
ち
ら
の
側
だ
ろ
う
か
。

重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
事
例
は
彼
の
性
癖
で
あ

っ
て
、
中
途
半
端
な
、
ま
た
は

一
知
半
解
の
知
識
を
ひ
け
ら
か
し
、
さ
ら
に
は
白
を

黒
と
断
定
す
る
よ
う
な
虚
構
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
。
手
短
か
に
い
え
ば
、
彼
は
嘘

つ
き
な
の
で
あ
る
。
礼
部
侍
郎
に
着
任
す
る
寸
前
、
非



難
を
は
ね
の
け
よ
う
と
、
「弁
顛
帖
」
に
代
表
さ
れ
る
異
様
な
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
を
彼
は
示
し
た
。
(8

李
公
麟

の
画
に
自
分
も
題
蹟
を

加
え
て
い
な
が
ら
、
『画
史
』
に
は
自
作
と
主
張
し
て
い
る
(9

、
不
思
議
な
態
度
が
あ
る
。

嘘

つ
き
、
グ

ッ
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
ろ
う
と
、
書
道
史
、
絵
画
史
に
彼
の
果
た
し
た
偉
大
さ
に
は
、
少
し
も
変

わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

『書
史
』
に
は
な
く
て
、
『画
史
』
に
は

一
度
な
ら
ず
こ
う
し
た
不
謹
慎
さ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『画
史
』
そ
の
も
の
の
本
質

す
ら
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
ま
こ
と
に

「ま
さ
に
君
子
の
留
意
を
待

つ
べ
き
も

の
」
と
思
わ
れ
る
。(了

)

(文
化
財
史
料
学
専
攻

教
授
)

図
版

一
覧

45
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南
京
西
善
橋
六
朝
大
墓
出
土

碑
刻
壁
画

山
濤
像

南
京
博
物
院

宋
太
祖
半
身
像

台
北
故
宮
博
物
院

甘
粛

固
原
南
郊
郷

(階
大
業
6
、
六

一
〇
)

史
射
勿
墓
壁
画

寧
夏
文
物
考
古
研
究
所

河
南

洛
陽

唐
阿
史
那
忠
墓
壁
画

(模
)

(上
元
2
、
六
七
五
)

陳
西

西
安

唐
蘇
思
易
墓
壁
画

(模
)

(天
宝
4
、
七
四
五
)

西
安

唐
永
泰
公
主
李
仙
惹
墓
出
土

胡
桶
頭
像

(神
竜
2
、
七
〇
六
)

新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン

ア
ス
タ
ナ
唐
墓
出
土

巾
子
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西
安

唐
李
爽
墓
壁
画

(唐
総
章
1
、
六
六
八
)

西
安

唐
諮
徳
太
子
李
重
潤
墓
壁
画

(唐
神
竜
2
、
七
〇
六
)
(模
)

西
安

唐
章
洞
墓
壁
画

楽
人

(唐
景
竜
2
、
七
〇
八
)

山
西
太
原

唐
天
尊
造
像
座
供
養
人
石
刻
画
像

(唐
開
元
7
、
七

一
九
)

西
安

唐
鮮
干
庭
講
墓
出
土

男
侍
緑
紬
桶

(唐
開
元
11
、
七
二
三
)

西
安

唐

楊
思
易
墓
出
土

侍
従
白
大
理
石
立
像

(唐
開
元
28
、
七
四
〇
)

敦
煙
莫
高
窟

五
代

二
二
〇
窟

崔
奉
達
等
供
養
像

(後
唐
同
光
3
、
九
二
五
)

南
京

南
唐

李
昇
陵
出
土

男
舞
桶

(昇
元
7
、
九
四
三
)

山
西
太
原

晋
祠
聖
母
殿

宙
官
像

(宋
元
祐
2
、

一
〇
八
七
)

伝
粛
照

「中
興
禎
応
図
巻
」
部
分
、
所
在
不
明

宋
神
宗

(在
位

一
〇
六
八
-
八
五
)
坐
像

台
北
故
宮
博
物
院

河
南

宋

白
沙
宋
墓

第

一
号
墓
甫
道

東
壁
壁
画

(元
符
2
、

一
〇
九
九
)

宋

晶
崇
義

『三
礼
図
』
委
貌
冠

同
右

皮
弁

林
巳
奈
夫
編

『漢
代
の
文
物
』
皮
弁

(後
漢
画
像
石
)

明

『三
才
図
会
』
皮
弁

同

皮
弁

46
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明

皮
弁

山
東
卸
県
出
土

唐

章
懐
太
子
李
重
潤
墓
壁
画

儀
杖
兵

(唐
神
竜
2
、
七
〇
六
)

漢

箆

ニ
ヤ
出
土

ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

大
英
博
物
館

漢

湖
南

長
沙
馬
王
堆

一
号
墓
出
土

掠
子

敦
煙
莫
高
窟

三
四
六
窟

五
代

射
手

(模
)

山
西
茜
城

元

永
楽
宮

純
陽
殿

北
壁
壁
画

唐

張
萱

「號
国
夫
人
遊
春
図
」
部
分

遼
寧
省
博
物
館

宋

白
沙
宋
墓

第
二
号
墓
甫
道
西
壁
壁
画

(模
)

同

第
二
号
墓
墓
室
西
南
壁
壁
画

宋

福
建
福
州
市

南
宋
黄
昇
墓
出
土

紫
灰
紹
紗
鑛
辺
背
子

明

『三
才
図
会
』
楕
子

・
半
腎

河
南
嵩
山
中
岳
廟

守
護
神
銅
像

(宋
治
平
1
、

一
〇
六
四
)

紳

春
秋
後
期

陶
範

侯
馬

東
周
遺
趾
出
土

宋

伝
銭
選

「鑑
古
図
」
部
分

台
北
故
宮
博
物
院

前
漢

陳
西
臨
産
近
郊
出
土

陶
桶

母
追

・
章
甫
冠

『三
礼
図
』

同
右

『三
才
図
会
』
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唐
巾

『三
才
図
会
』

唐

伝
閻
立
本

「瀟
翼
嫌
蘭
亭
図
」

欄

『三
才
図
会
』

部
分

台
北
故
宮
博
物
院

附

記

こ
の
論
文
の

一
部
は
、

一
九
九
七
年
三
月
二
十
四
日
、
国
立
台
湾
大
学
芸
術
史
研
究
所
主
催
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

美
術
史
研
究
之
省
思
」
に
お
け
る
特
別
講
演

(専
題
演
講
、
「米
蓄
所
認
識
唐
代
冠
巾
」)
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

「中
国

註

(
1
(
2
(
3
(
4
(
5
(
6

(((

987

黄
能

酸

・
陳
娼
娼

『中
国

服
装
史

』

一
九

七
頁
、
中
国
旅
游
出
版

社
、

一
九
九
五

宿

白

『
白
沙
宋
墓

』
七
九

頁
、
文

物
出
版

社
、

一
九
五
七

「徐
州
発
現
東
漢

元
和

三
年

画
像
石
」
図
八
、
下
段

『文
物
』

一
九
九

〇
年
九
期

②

五
八
頁

『同

』
五

八
頁

林
巳
奈
夫

「
漢
代
男
子

の
か
ぶ
り
も

の
」
『史
林

』
四
六
-
五
、

一
九
六

三

林

巳
奈
夫

編

『
漢
代

の
文
物
』
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史
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33米 帝r画 史』考釈(五)



34

2宋 太祖半身像
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米蓄r画 史』考釈(五)
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37米 一fit・'I」r画史 』 考 釈(五)

、
、

、

、●

、
♂毒

、,、、

14敦 煙220窟

ー

藍
}
'

ギ
藤
欄
鋲

歯1謙

翌奉達等供養像

(925)

13 楊思昂墓出土
白大理石立像(740)

隔

納

藷

藝

・移
叢

隆

、

》
婁

、

贈武
焦尋、
(

塵
『
義

癒

、、

く守

'

ψ

ー

、

へ

ち

㌧

診

ノ

・

ン

、蘇
、審

乱、

戸奮

季

噂
声

,
ー

,
笹
噸

疑

"
ポ
.
、

.

}

'ウ
ぴ

ワ

、

、

く

、

'

)

ま

彗

ボ

f

・〃
～

ぐ

く

ヤき

き

ン

(

㌔

、隷

:

'

`

♪
、

、

鴇

ぜ

㌃

・

、

キ

ノ

～

い

謡

.
'

ぞ
、

'

ノ》

〉

・
♂

～

…

'

ボ

、曳

浴

ひ

ノ

撫

㌧箏
総
邊

∴
∵

ー

塗

碁
を
㌧
㌧

、

、

、・ジ

,

ノ

,
'

辞

集

㌧

16山 西太原 晋祠聖母殿

宣官像(1087)

、

。 ・り'
・','ダ 。 ○、

P
。:〆 ・●霞'撫。"●,.・}+r十 ・i,{・i●

15李 昇陵出土

.学

㍉

㍉

.

、
ノ

姦

轍

鞭

霧

男舞桶

(943)

53



38

燃 蝋 ～ ・一_、 一

'資

軽'

1

ノ

し
、
惣

"

論
㍉.

ザ

し

も

奪

ポ
,

煽

〉

、
錘義

く
3

、
壕

…

髄o野

隙

ー

ー

ー

。…

ー

ー

ー

㍗

}
♂璽
養

'

ムギ

ー

く
糞

、
詮
ー

、

ハ

、猟

渉
㌶

{
～

、

18宋 神 宗座像(1068-85)17伝 瀟 照 「中興禎応図 」部分

20委 貌冠 「新訂=礼 図」 19白 沙宋墓 第1号 墓壁画
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39米 董r画 史』考釈(五)

《
22漢 画像石 「皮弁」 「漢代文物」より

灘
灘
灘
23皮 弁 「新訂三礼図」

メ

篇 畷
.

25皮 弁 山東郡県出土

21皮 弁
「新訂三礼図」

24皮 弁(左)
「三才図会」
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27 ニヤ出土箆(右)

麟箪
,、1避》福 織

26章 懐太子墓壁画 (了06)

28掠 子(中 央)

長沙馬王堆一号墓出土

30山 西萬城

純陽殿壁画

永楽官 29敦 煙 三四六窟 壁画
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41米 帝r画 史』考釈(五)
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伝張萱 「統国夫人遊春図」
部分

32 白沙宋墓 第二号墓壁画
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36河 南嵩山中岳廟
守護神像

34福 建黄昇墓出土
紫灰縞紗錘辺背子

35ネ 背子 ・半膏 「三才図会」
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43米 蓄r画 史』考釈(五)

驚
㍉・1㌔

潜
劉

箋旙、

〆

、曽

タ

　

鯵
棚

＼

鮮

騒
鴫罫

/

鋤㊥嚇欝轡麟

、

」

熾

懇
冤

38伝 銭選 「鑑古図」 37紳 春秋後期 陶範
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40母 追 ・章甫冠
「新訂三礼図」

39前 漢 成陽楊家湾出土

陶桶
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「三才図会」
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41母 追 ・章甫冠
「三才図会」

43伝 閻立本 「薫翼賑蘭亭図」部分
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45米 苛r画 史』考釈(五)

44欄 「三才図会」
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